
日

 時：２０１３年
　　　　　

12月

16日（月）
講

 師：　　
　日本ユネスコ協会連盟　
　　尼子美博氏　　　　　
参加者：　
　蓮田市教育委員会　　　
　　西山通夫教育長　　　
　蓮田市議会　　　　　　
　　成田能祥議員　　　　
　　山口京子議員　　　　
　蓮田市黒浜西小学校
　　小森敏一

PTA会長　
　協会会員：　

13名
　　年末の忙しい中、日本ユ
ネスコ協会連盟から尼子美
博様をお招きしての勉強会
を蓮田市図書館視聴覚室に
て開催しました。今回は、
テーマに相応しい方々のご
出席もいただきました。普
段聞き慣れない課題でした
が、大変熱心な勉強会で盛
り上りました。　　　　　
　　　　　　　　　　　　

先ずは「ＥＳＤ」　
　（持続可能な開発
の為の教育）です。
　現在、平和に対し
ては、戦争も然るこ
とながら、今の地球
の様々な問題が大き
くなっています。私
たちとその子孫

達
が、この地球で生き
て行くことを困難に
するような問題につ
いて考え、立ち向か
い解決する為の学び
です。
　２００５年から２
０１４年までの

10年
間は「国連

 ESD

の

10年」としてユネ
スコのもと、国際実
施計画が作成され世
界中で推進されてい
ます。この

ESDは
２００２年にヨハネ
スブルグで開か

れ
た、持続可能な開発

に関する世界首脳会議で我
が国の提案で発信されまし
た。現在は、かなり定着し、
いろいろな企業や組織で様
々な形の

ESDが展開され
ています。新しい学習指導
要綱でも持続可能な社会の
構築の観点が盛り込まれ、
教育基本法と相まって

ESDの考え方に沿っ

た価値観が定着しつつある
ようです。　　　　　　　
　　　人間尊重の精神と生命に
対する畏敬の念は大切なキ
ーワード、学び、理解する、
そして問題解決の能力を高
め、実行する・・・将来を
託す人材の育成は急務では
ないでしょうか。継続は力
なりでしょう。我々の民間
ユネスコ活動も

ESDの一
つです。　　　　　　　　
　そしてユネスコの求め
る、将来を担う人材を育成
する手段として「ユネスコ
スクール」という仕組みが
あります。　ユネスコ憲章
に示されたユネスコの理想
を実現するため、平和や国
際的な連携を実践する為に
「ユネスコスクール」とい
うネットワークが出来上が
っています。世界で１８０
以上の国・地域で９０００
校以上、日本では６４７校
（２０１３年

11月

01日現在）
が加盟しています。このネ
ットワークは、

ESDの推
進拠点としてますますその
規
模が大きくなっていま

す。　　　　　　　　　　
　ユネスコスクールは特に
次の四つの分野を基本テー

マとしています。
　１．地球規模の問題に対
　　　する国連システムの
　　　理解　　　　　　　
　２．人権、民主主義の理
　　　解と促進　　　　　
　３．異文化理解　　　　
　４．環境教育
　ユネスコスクールの活動
目的とメリットは非常に解
りにくいところがありま
す。学校により様々なカリ
キュラムが構築され、前記
の四つの分野も学習されて
います。地域による差はあ

りますが、カリキュラムを
体系的に見直し、ネットワ
ークを積極的に活用するこ
とでこれまでより幅広い学
習環境が生まれるのではな
いでしょうか。
　限られた時間での勉強会
でしたが、

DVDと教材で
解り易くご教示いただいた
尼子様に感謝でした。今後
ともこのような勉強会を企
画していきたいと思います
ので、みな様のお力添えを
お願い致します。　　　　
　　　　（半田記）
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・埼玉県の加盟校
　 熊谷市立久下小学校
　 熊谷市立佐谷田小学校
　 さいたま市立新開小学校
　 筑波大学附属坂戸高等学校
　 国際学院高等学校
・近県の加盟校数
　 小学校
　　栃木県(1)、群馬県(3)、埼玉県(3)
　　千葉県(6)、東京都(40)、神奈川県(2)
　 中学校
　　栃木県(2)、千葉県(1)、東京都(18)
　　神奈川県(2)
　 高等学校
　　埼玉県(2)、千葉県(7)、東京都(6)
　　神奈川県(2)
・加盟校数トップ
　 幼稚園：北海道(7)
　 小学校：石川県(48)
　 中学校：宮城県(24)
　 高等学校：大阪府(9)

（2013年11月現在）

開催日：２０１３年

10月
5

日（
土）、

6日
（日）　　
　会　場

 ：越谷
コミュニティセン
ター（サンシティ
ホール）いよいよ
埼玉県での活動研
究会開催です。主
管は越谷ユネスコ
協会、当協会を含
む他のユネスコ協
会は受付・分科会
世話役で協力いた
しました。　生憎
の雨模様で、参加
者もやや少な目、
少し心配される出
だしでした。

　立礼のお茶席でのおもて
なしを受け会場へ、阿波踊
りのオープニングセレモニ
ーで一挙に盛り上がりまし
た。さらに金藤流家元が被
災地民謡を尺八も交えた素
晴らしい演奏で参加者全員

が感動し、黙祷の中に厳粛
な想いが会場に広がりまし
た。　主催者挨拶、来賓挨拶が
型通り進み、基調講演は”
ダイアン吉日

"さんの高座
から始まりました。「世界
はひとつ、友情と信頼の絆
で結ぼう」と題して、世界
の人々の文化の違いをユー
モアと笑いで披露、「平和
のとりで」は「笑顔の力」
で叶えましょうとインドの
ラクターヨガを教示して頂
きました。”笑う門には福
来たる”でしょうか。会場
は笑い一色に包まれ、安寧
の気が充満しました。
　続く活動報告では、日本
ユネスコ国内委員会から東
日本大震災教育復興支援の
状況が、また日本ユネスコ

協会連盟からは世界寺子屋
運動の状況が、書損じハガ
キの協力成果が報告されま
した。
　また、開会に先立つ代表
者会議（会長出席）に於い
て関東ブロック活動研究会
の、開催地負担軽減を考慮
する活動見直しが話し合わ
れ、柔軟な活動（一日開催）
対応と共通のテーマとして
人材育成を目指した「

ES

D/ユネスコスクール」の
展開が示されました。
　夜はお楽しみの交流会、
ピアノとサクソフォンの生
演奏の中、和やかな宴が繰
り広げられ、一体感の高揚
に楽しいひと時を過ごしま
した。
　二日目は研究会の目玉、
分科会です。
　　・第一分科会：「かけ
がえのない命と平和」実践
活動ーいのちの大切さ
　　・第二分科会：世界寺
子屋運動ーネパール教育支
援活動から見えてきたこと
ーカンボジア寺子屋訪問
　　・第三分科会：ユネス
コ活動の活性化
　青年部と組織拡充・広報
活動ー青少年活動における
大人と青年の関係作り　　

三つの分科会で熱心な勉強
会が展開され、これからの
活動の一助になったものと
思います。
　次回は群馬県高崎市で開
催されます。２０１４年

10

月

25日（土）の一日開催で
す。テーマは「持続可能な
社会の創造と実現」ー

ES

D・民間ユネスコからの発
信です。新生なった関東ブ
ロック・ユネスコ活動研究
会として、群馬

12ユネスコ
協会の力が発揮されること
でしょう。
　恒例のエクスカーション
は、こしがや能楽堂での昼
食・茶会の後、花田苑、能
楽堂見学、そして越谷レー
クタウンの視察でした。

9

月

2日の竜巻・突風の被災
にもかかわらず、越谷ユネ
スコ協会及び関係皆さま方
のご努力に感謝、感謝、有
難うございました。　　　
　　（半田記）

　大会は、９月１４日（土）
～１５日（日）東京都目黒
区めぐろパーシモンホール
で開催されました。テーマ
は、東日本大震災から２年
半が過ぎて「ユネスコ活動
が発信する未来に向けたメ
ッセージ」でした。始まり
は、勇壮な「伊達の黒船太
鼓」演奏。基調講話は、日
本ユ協会長　松田昌士氏に
よる、「次世代に引き継ぐ
魅力あるユネスコ活動の展
開に向けて」でした。私達
会員は、より一層魅力ある
ユネスコ活動展開の「あり
方」「責務」を再認識いた
しました。

　震災地映像報告では、「あ
りがとう。そして、これか
らの絆へ」と地元中学生・
高校生・校長先生による発
表でした。合わせて目黒ユ
ネスコ協会青年部によるメ
ッセージは、「被災地支援
を経験して」についての報
告がありました。
　シンポジウム「震災支援

からの学びを明日へつなげ
るために」では、コーディ
ネー

ターの上
手なリード

で、４人のパネリストの方
々から貴重な提言を頂きま
した。
　二日目は、裏千家第１５
代家元「千　玄室」講師に
よる特別講演「私たちが次
世代につなげ、残すべきこ
と」と題して、熱心に教育
の重要性を強調して話され
ました。人づくり百年と聞
きますが、改めて共感しま
した。

　加えて、「被災地の子ど
もたち応援チャリティ抽選
会」が行われ。最後に次回
　北海道　知床での開催紹
介があり、大会の幕が降ろ
されました。（長嶋記）
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「原点に戻ろう!!もう一度心の中に平和のとりでを」

オープニングセレモニー ダイアン吉日さん

 分科会の様子
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松田会長

 奨学生の発表
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7月

20日（土）午後
2時から白岡市

の
「はぴすしらおか」
において

JICA専
門家の吉田実さんを
お招きして第

7回国
際文化スタディを開
催しました。吉田さ
んはミャンマー滞在
が

10年以上にお
よ

ぶ、

JICAでは一、
二を争うミャンマー
通です。

今回は２０１１年の
テインセイン大統領
就任以降急速に政治
の民主化、経済の自
由化を進めるミャン
マーを取り上げ、ミ
ャンマーとはどんな
国か、そこにはどん
な人々が住んでいる
のか、ミャンマー北
東部の中国国境に位
置するシャン州コー
カン地区の少数民族
はどのようにして麻
薬の原料となるケシ

を栽培するようになったの

か、またケシ栽培からどの
ようにそばの栽培に転換し
ていったのかを学びまし
た。開催に先立ち、「オカリナ

 カメリア」のメンバーに
より、「埴生の宿」や「故
郷」の演奏が行われ場の雰
囲気を高めました。

今回の参加者は約

60名で、
中には熱心にメモを取る
人、スクリーンに映し出さ
れる少数民族の生活の様子
や村落の風景、活動の様子
などに興味深そうに見入っ
ている人もいました。

講演では、最初にミャンマ
ーの概況（約５９００万と
いう大きな人口、穏やかで
優しい国民性を醸成する仏
教の影響や日本人との類似
性、親日的な国民と独立を
支援した日本軍、戦後の対
ビルマ賠償やビルマ米の輸
入）などが語られました。

そして、今後のミャンマー
を占うファクターとして少
数民族問題があり、これに
どのように対応していくか

がきわめて重要であるとの
認識をミャンマー政府が持
っているとの説明がありま
した。

その後、セミナーのメイン
テーマであるコーカン地区
でのケシ栽培に話題が移
り、何故ケシが栽培される
ようになったのかが語られ
ました。吉田さんによると、
第二次大戦中に日本軍と戦
っていた国民党軍や独立後
のミャンマーを共産化しよ
うとしていたミャンマー共
産党が武器調達等の軍資金
確保を目的としてケシの栽
培を教えたのがそもそもの
始まりとのこと。ミャンマ
ーからの独立を望む少数民
族は独自の軍を持っており
その維持のためにも良い収
入が得られるケシ栽培はそ
の後も人々の間で続けられ
ていったようです。

ミャンマー政府は１９９０
年代半ばから少数民族との
間に和平合意を進めコーカ
ン地区を含む国境地域の開
発支援と麻薬撲滅に乗り出
しました。

しかし、ケシ栽培の地域が
大きくミャンマー政府だけ
では対応しきれないため、

16の諸外国や国際機関に支
援を求めましたが、麻薬撲
滅を迫るこれらの諸外国等
の中で、支援を宣言したの
は日本と中国だけであった
ようです。

吉田さんによれば、コーカ
ン地区でのケシ栽培撲滅に
際し、同地区の幹部が取っ
た対策は　　　　　　　　
　①人々の観察　　　　　
　②人々との対話　　　　
　③調整　　　　　　　　
　④統制　　　　　　　　
であったようです。このあ
たりが武力で制圧する中南
米での麻薬対策との違いだ
そうです。「時間をかけて
やっていった。武力ではな
く対話を重ねていった。そ
うでないとミャンマーはバ
ラバラになってしまう」。
これがミャンマー政府国境
省幹部の口からでた言葉で
した。

ケシの栽培に代わる代替作

物として採用されたのがそ
ば栽培でした。

JICAは
４人の専門家を派遣し栽培
指導を行いましたがそれは
決して容易ではなかったよ
うです。思ったように単収
が上がらずまた品質管理が
困難という問題に直面しま
した。しかし何とか２００
３年にケシを完全に撲滅す
るところまでこぎつけまし
た。その一方で住民は収入減に
よる食糧不足やマラリア患
者の大発生などの負の部分
も経験しました。そこで

J

ICAは国連とも協調しな
がら危機的な状況と貧困状
態を緩和するため「コーカ
ン特別区麻薬撲滅・貧困削
減プロジェクトを開始しま
した。

吉田さんによると２００６
年まで激減したケシ栽培も
その後はコーカン地区以外
では斬増する傾向があると
のことで、経済ブームに沸
く都市部とともに少数民族
地域の発展や安定も重要な
課題であるとのことでし
た。最後に質疑応答に移り、ケ
シから麻薬精製までにはハ
ードの確保などが必要だが
どのように対処したのかな
ど複数の参加者から質問が
なされ午後４時予定通り講
演会を終了しました。　　
　　　　　（雲見記）

9月

29日（日）熊谷市妻沼
の国宝「歓喜院

 聖天堂」
を見学しました。奈良生駒
聖天、浅草待乳山聖天とな
らんで日本三大聖天様の一
つに数えられています。高
野山真言宗に属する名刹、
本尊の聖天さまは弘法大師
が唐から密教とともに仏法
の守護神として紹介したも
の、福運厄除の神として信
仰されております。　　　
２０１２年

7月、

8年がか

りの大修繕ののち、埼玉県
で

5番目の国宝として指定
されました。（建造物の国
宝としては県内初）奥殿、
中殿、拝殿の三棟が連なる
権現造りの本殿は埼玉の日
光東照宮とも言われ極彩色
の彫刻で覆い尽くされてい

ます。　
　鈴木英全院主と当協会田
村会長が高校の同窓という
事で、ご院主のご講話を拝
聴し、ご院主のみが入れる
奥殿をも拝観、ご説明を受
けることが出来ました。観
光ガイドはボランティアガ
イドの「阿うんの会」の副
会長　田中晴五さんより約

2時間、丁重なるガイドを
戴きました。　　　　　　
　　　　　（江口記）
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 鈴木院主のご講話 鈴木院主と共に懇親会

 （３） 蓮田・白岡地方ユネスコ協会ホームページ http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/ （２）

①福岡県朝倉市出身。
朝倉柿（富有柿）と三
連水車が有名で、明治
八年に「秋月の乱」が
発生した所です。城址
が残る秋月は文科省か
ら「重要伝統的建造物
群保存地区」に指定さ
れ又、筑紫の小京都と
呼ばれています。　　
②昭和

45年就職で上京
後、会社の転勤等で横
須賀市、横浜市、栃木
県（石橋町）、大分市、
越谷市、福岡県（苅田
町）等を移動し、昭和

62年から春日部市に在
住　　　　　　　　　
③蓮田・白岡地方ユネ

スコ協会へは、仕事通
じて知己を得て

20年来
のお付き合いを賜る田
村会長のお勧めで入会
しました。

①愛知県蒲郡市生まれ
②
大
学
卒
業
迄
自
宅
通

学。入社後、兵庫・愛
知・埼玉・神奈川そし
て

32歳より千葉県成田
空港の近くに自宅を購
入し、現在も都内に通
勤の現状です。通勤の
疲れを土・日の家庭菜
園で癒し、今はそれに
俳句作りに悩まされる

日々です。　　　　　
③仕事仲間であった田
村勝彦さんに触発され
入会しましたが、退職
後には会に尽力できれ
ばと考えています。　

①埼玉県蕨市出身　　
②越谷に転居し、現在、
杉戸町在住です。中学
校教員として松伏町で

15年間勤務した後、蓮
田南中学校に転任し、
蓮田市で

18年間勤務し
ています。今年度、関
口教育長（現教育委員
長）より、教育長の職

を引き継ぎました。　
③蓮田市児童生徒の望
ましい成長のために皆
様のご支援をよろしく
お願いします。　

①岩槻区出身。白岡市
に移り住んで

38年ほど
になります。　　　　
②白岡・蓮田他近隣の
中学校、教育委員会等
に勤務。現在は白岡市
教育委員会勤務です。
③教諭時代の担当は技
術・家庭科でした。趣
味の音楽やお囃子、も
の
づくり等でお役に立
てることがあればと思
っています。

①埼玉県熊谷市出身　
②学校卒業後はコ

ンク
リ
ートの技術

者として
元
気な時代の日本

各地
を
巡り建設事業の

手助
け
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た。さいたま市に居を
定め、定年を

迎えた後
は
シル
バー
人
材セ
ンタ

ーに登
録、
植木の

剪定
作業で日々を

過ごして
おります。　　　　　
③会の

活動には十分な
協力が出来

ず
申し
訳な

く
思いますが、地

域文
化
遺産スタ

デ
ィ等には

参
加して大いに刺

激を
受
けております。
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